






























福 田 浩 司
1986年 5月 に(Laト xMx)2Cu04が発見 され､ 同年末 に東大の田
中教授 らによってその真実性 が確認 され て以来､ 現在に至 るま
で種 々の酸化物 高温超 伝導体 に関す る非常 に多 (の研究が世界
中 で行 われて い る｡ そ して酸化物 高温超伝導体 の超 伝導のメカ
ニズムを原理 的 に解 明す ることが急務の課題 にな っているが､
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その ため には､ 従来 の多結晶焼結試料 に加 え､ 単結 晶を用いた
研究 が不可欠 で ある｡ 特 に我 々の研究室 が目指 して いる高周 波
超音波 の減衰係数及び弾性定数 の異方性 の測定 や､ 電気伝導 の
異方性 の測定 のため には､ 何 よ りも まず良質 で大型 の単結晶 を
入手 す ることが必要 であ る｡
そ こで､ 特 に従来 のtiCS理論 で は説 明が困難 と思 われ る90I(
以上 の超伝導遷移温度(Tc)を持 つREF3a2Cu307-8 (以下REBCO;
RE=Y, Nd)の単結晶作製 を試み た. YBCOについては､ るつぼ,
温度制御 の改 良に よ って､ as-groMlで Tc～ 84 Kの超伝導遷移
を示 す最大 2x2×0.01m3の試料 を作製 で きたが､ NdBCOにつ
いては最大.'3x2× 1lnn13の単結 晶が得 られたものの､ 超伝導遷
移 を持 つ試料 は得 られな か った｡
10. X線毅収微細構造 (EXAFS)スペクトル測定による
構造相転移の研究
石 本 竜 二
X 線 吸 収 微 細 構 造 (E X A F S ) は X 線 を 吸 収 す る 原 子
の 同 園 の 局 所 構 造 を 反 映 し て お り ､ 原 理 的 に は 試 料 が 結 晶
の み な ら ず 非 晶 質 や 液 体 ､ 気 体 な ど ､ あ ら ゆ る 状 態 で も よ
い た め ､ 群 素 な ど の 金 属 原 子 の 周 辺 の 構 造 の 研 究 ､ 熔 液 中
の 金 属 錯 体 の 構 造 の 研 究 ､ さ ら に は 触 媒 や 生 体 関 連 化 学 の
研 究 な ど に 応 用 で き ､ 着 目 す る 原 子 の 周 囲 の 局 所 構 造 の 解
析 手 段 と し て 注 目 さ れ て い る ｡
EXA FSス ペ ク トル の 測 定 に お い て ､ 光 瀬.と し て は で
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